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78口『謳粋会』の記

開催 蒻 総I季
2月

呆′
日り`   ｀
ナll町『晴雲洒造』

食事    小り|1町『永 イ恙 屋』

将来は、洒蔵見学会なども開催 t_た い、ど言ったのは、『謳粋会』の最初

の幹事会の時で した。あれから六年半、この度、やっどその実施をすること

が出来ました。皆様のご都合も考えて開催日にも苦應 しましたが、 2月 H日

建国記念日の祭日に行 うこどになりまヒた。
、以前に何度か話は出まヒたが、実際、実施することに決まったのは、昨年

10月 の幹事会の時で、、先ず侯補に上がったのが小川町の「晴雲洒造」で した。

ここは、池袋から75分 どい う便利さもあって、早速、蔵へ連絡を取 りました

ら、土日祭日、何時でも結構ですどい うこどで した。次に食事の場所ですが、

ここ|ま ,駅前の通 りに有名な「女郎鰻」の『福助』ど「恙七め ヒJの『二葉』

が並んでおり、『二葉』に連絡をすると、バンフレットや案内書をいろいろ

送ってくれまヒた。十一月には『五右ヱFl』 の会場で内容を披露 し、十二月

に入り、
‐
東武池袋の地洒祭 りで、「晴雲洒造Jの ご子違の健太郎さんに会い、

蔵見学のお話をして「何処か適当なお食事処はありませんか」ど尋ねるど、

『二葉』や『福助』 もいいですが、少 ヒ堅苦 ヒいので、それよりも、蔵の直

く'近 くに『永徳屋』どい う老舗の割烹が り、ここなら、料理 もサービスも良
いどい うので、食事|ま そちらへ、お願い して頂 くことに しまヒた。

新年会 を前に して、一 月十 日の成人の 日に、見学会に遺漏の ないよ うにど、

小川町に現地踏査に参りま ヒた。9:10分池袋発の特恙小川町行 きに乗 り、経

過時間 を確かめ、10:15′ 1ヽ りll nTに 到着。直ちにタク シーで見り学コースに選ん

だ埼工県伝統工芸会館に赴 き、併設の道の駅の売店 などの所妥時間を計測 t_

て、「晴雲洒造」の蔵に向かい ま ヒたが、 ご子′この健太郎 さんは外出中でお

会い 出来 ませんで ヒた。食事場所である『永徒屋』 に立 ち寄 って見 ると、定

休 日の看板が出ていて店は休みで ヒた。二月十一 日は祝 日である。翌日、

『永徳屋』 に電話で「祝 日はお休みですか」 ど問い合わせ ると、「昨 日は月

曜 日で定休 日で御座い ますJと い う、念のため二 月十一 日に伺 うとい うど、

「営業 ヒてお りますので どうぞ」 とい う返事 を聞いて安起 ヒま した。

「晴雲Jの健太郎さんに見学会の予定表 を送 ると、程 な く先方か ら「お料理

は どうヒま しょうか ?」 ど電話があった。黙 って頼めば、鮪の本1身 などが出

る東京の料理で、地元の料理で頼めば、川魚中走の音風の料理が頂け るど言

われたので、皆さん も多分野 まれ るだろ うど、地元の料理 を頂 くよ うにお願

い しま ヒた。 「ス、お土産に金箔か、りのお洒 を付け るどあ りま したが、金 箔

入 りはお洒で な く、燒酎です」とい うので、吟醸洒の四合瓶に変えて頂 くこ

どに しま ヒた。 その後 もう一度、参カロ人員ど、蔵
'1着

の予定時間の再確認の

電話 を頂 きま した。
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